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１９８ 社会学研究科紀要第６２号２００６

たという可能性も否定できないが，全内容を学習したことで，学習者の中に体系的なまとまりができた

ことが原因ではないかと思われる。なぜなら「化学変化」の内容は，すべてを通して同じ流れで学習事

項がまとめられているからである。つまり，化学変化を習う中で．内容の枠組みに対するスキーマがで

きたのではないかと思われる。説明の初心者であると思われる学習者に対して，このような枠組みを与

えることが，説明を方略としてより有効に活用するための一つの援助になることが示唆される。

しかし，全体の構成に対する因果関係を述べることが学習に対して本当に有効かについては本研究で

は明らかではないが，学習と説明との関連を検討するための分析方法に新たな視点を与えるのものにな

ると思われる。今後，学習者が説明を産出する際のモデルへと発展させ．さらに説明と学習との関連を

追及していくことが課題である。
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成人用集団式リスニングスパンテストの開発

佐々 木尚＊

短期記憶課題や作動記憶課題は認知心理学や教育心理学などの研究で被験者の短期記憶容量や作動記

‘億容量を測定するのに用いられ，文章理解課題(Daneman＆Merikle,1996)や学業成績(Gathercole＆

Pickering,2000a,ｂ;Gathercole,Pickering,Knight,＆Stegmann,2004)などに対して強い予測力を持

つことが知られている。この課題は今までは個別式で行われることが多く，日常の教室場面で遂行する

にはやや困難が伴っていた。児童用としては樋口・高橋・小松・今田(2001)がリーディングスパンテ

ストとリスニングスパンテストを開発しているが，成人用はまだ開発されていない。これらの現状を踏

まえて，本研究では教室などで集団式で行えるように作動記憶課題の一種であるリスニングスパンテス

トを開発することにした。

方 法

被験者都内の大学・大学院生３０人（年齢Ｍ＝21.9.sＤ＝2.1）が調査に参加した。

課題課題は，短期記憶課題として単語スパンテストを，作動記憶課題としてリスニングスパンテス



成人用集団式リスニングスパンテストの開発 1９９

Ｆ豆司ＦＴ扇雨~ｌＦＴ雨雨~’
Ｆｉｇｕｒｃｌ･Listeningspanles（

卜を作成した（付録１，２参照)◎単語スパンテストはリスニングスパンテストの評価のために遂行され

た。

単語スパンテスト：２スパン条件から７スパン条件までの計６条件が設けられた。スパン数は一度に

提示される単語数によって定義された。つまり，２スパン条件は単語が２つ提示される条件であり，７ス

パン条件は７つが一度に提示されされる条件であった。１秒間にｌ語の頻度で２から７語の単語が聴覚

的に提示され，被験者はその単語を覚えるように教示された。刺激語が提示されたあと，被験者は最初

の刺激語から|順序良<解答用紙に記入するよう求められた。このような記銘と再生を，被験者は練習で

は２スパンで２回，本試行の各条件において３回ずつするように求められた。刺激語は天野・近藤

(1999)から文字音声単語親密度６以上，モーラ数３で食べ物以外の意味を持つ単語がランダムに抽出

され，用いられた。刺激語は男性の声でＣＤに録音され，課題遂行の際にはWindowsMediaPlayer9

とノートパソコンに外付けされたスピーカーによって出力された。

リスニングスパンテスト：２スパン条件から５スパン条件までの計４条件が設けられた。今回はDan．

eｍａｎ＆Carpenter(1980)のように刺激文中の単語を再生させるのではなく，刺激文の後に改めて提示

される刺激語を再生させるようにした（Figurel参照)。また，今回の刺激文は被験者にただ聞かせるの

ではなく，Swanson(1994)のリーディングスパンテストや樋口・高橋・小松・今田(2001)のように刺

激文の内容判断をさせながら聞かせるようにした。刺激文は食物に関することとそれ以外のものとに分

れており，被験者は聴覚提示されるこれらの文が食物に関することかどうかの内容判断を，刺激文の提

示中にするように求められた。もし食べ物に関する内容であれば○と記入し，それ以外の内容であれば

×と書くように求められた。刺激文と刺激語の提示後，被験者は提示された刺激語を最初の刺激語から

順序良<解答用紙に記入するよう求められた。被験者はこのような記銘と再生を練習では２スパンで２

回，本試行の各条件において３回ずつ遂行した◎刺激語は天野・近藤(1999)から文字音声単語親密度６

以上，モーラ数３で食べ物以外の意味を持つ単語がランダムに抽出され，用いられた。また，刺激文に

は，天野・近藤(1999)から文字音声単語親密度６以上でモーラ数４の単語の中から食べ物の意味を持

つ単語と人工物の意味を持つ単語を２３個ずつランダムに抽出し，それを用いた単文が用いられた。刺

激語は女性の声で，刺激文は男性の声でＣＤに録音され，単語スパンテストと同じ機材で出力された。

機材東芝製ノート型パーソナルコンピュータのDynabookSatellitel850にインストールされた

WindowsMediaPlayer9とパーソナルコンピュータに外付けされたスピーカーによって刺激が出力さ

れた。

手続き被験者は，単語スパンテスト，リスニングスパンテストの順に課題を遂行した。課題の遂行

は上記の方法で行われた。
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Table１．単語スパンテストとリーディングスパンテストの記述統計量と度数分布

平均値（標準偏差）スパンｌスパン２スパン３スパン４スパン５スパン６スパン７

単語スパンテスト 4.37（１．１３）０ ０ ５１６５ １ ３

リスニングスパンテスト３．００(0.97）２ ７１４ ４３

結果

各課題の採点方法は以下のとおりである。単語スパンテストでは，３回とも正しい順序で刺激語を再

生できたスパン条件のうち最大のスパン条件を個々の被験者の単語スパンとした。リスニングスパンテ

ストでは，刺激文の内容判断が正しいことを前提として，３回とも正しい順序で刺激語を再生できたス

パン条件のうち最大のスパン条件を個々の被験者の単語スパンとした。つまり，正しい順序で刺激語を

再生できたとしても，刺激文の内容判断が間違っている場合はそのスパン条件をクリアしていないとみ

なした。なお，両方の課題とも，２スパン条件をクリアできない被験者のスパン数はスパンｌとみなし

た。

記述統計量および度数分布をＴａｂｌｅｌに記す。単語スパンテスト，リスニングスパンテストともに天

井効果および床効果は見られず，比較的正規分布に近い分布をしていることがわかった。そして，この

２課題の相関係数はγ＝.３５(p＝､062)であった。また，単語スパンテストとリスニングスパンテストの

平均スパン数をｔ検定で比較したところ，リスニングスパンテストのほうが有意に成績が低いことがわ

かった(t(29)＝6.19,ｐ＜,0001)。このことから，刺激文に対する内容判断が作動記憶に負荷を与えること

に成功したことがわかった。ちなみに，刺激文の内容判断の正答率は95.8％であったので，ほとんどの

被験者がきちんと内容判断に従事していたことがわかった。

考察

以上の結果から，刺激文の内容判断が作動記憶に負荷を与えたことがわかったので，本研究で開発さ

れた集団式リスニングスパンテストは作動記憶課題として有効であることが示唆された。また，度数分

布を見る限り，分布がゆがんでいなかったので，他の課題との相関研究を行う際に問題は少ないだろう

と予想される。

さらに，リスニングスパンテストと単語スパンテストの相関係数はDaneman＆Carpenter(1980)や

苧阪・苧阪(1994)に比べて幾分小さかった。この結果は本研究で開発された集団式リスニングスパン

テストが以前の課題よりも短期記憶課題と作動記憶課題に共通しない成分，つまり制御機能に関する成

分が多く含まれていることを示唆する。今後は言語理解課題や知能検査などとの相関関係の検討を通じ

て制御機能に関する成分を検討することによって，この課題の妥当性を高めていく必要があるだろう。
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父親のチャーハンが思い出される。

ふりかけを切らしたのでがっかりした。

最近ガソリンの値段が高くなった。
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激刺

母はたまねぎをみじん切りにした。

お誕生日にクレヨンをもらった。
練習試行

娘はグラタンが大好きだった。
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

私は昨日，自転車を盗まれた。

今朝は寒かったので，ストーブをつけた。
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私は彼のためにセーターを編んだ。

ジャガイモを食べると昔を思い出す。
－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

彼のそろばんの腕は一流だった。
２スペン条件

彼はどら焼きが大嫌いだった。

セメントが不足して工事ができない。

マカロニで何か出来ないか考える。

鉛筆をなめながら，彼は考えた。

すき焼きは月に一度のご馳走だった。
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付録２．リスニングスパンテストに使われた刺激文と刺激語

おばは私に豚肉を買いに行かせた。

母は，アイロンをかけるのが上手だ。

運転手はハンドルを切りそこなった。

旅行の土産にカステラを買った。
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３スパン条件

彼は納豆をうまそうにかきこんだ。

この目薬は一日３回さしてください。

そのとき，腐った牛乳の匂いがした。
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このラケットは僕の一生の宝物だ。

昨日学校でハンカチを落とした人がいる｡

昨日駄菓子屋からサイダーを買った。

昨日彼女からクッキーをもらった。
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毎年，大晦日にざるそばを食べた。

お土産にマツタケを買っていった。

私はいつも給食が楽しみだった。

彼女はむかしマシュマロをよく食べた。
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一
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４スパン条件

牛肉の缶詰をリュックに詰めた。

アンテナが故障したので修理した。

彼の好物はおにぎりだった｡

その赤ん坊はスプーンを落とし，泣いた。

学校の帰りに，カラオケをした。
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先日私は喫茶店でトーストを頼んだ。

彼はブランコから勢いよく飛び降りた。

今回もロケットの発射に失敗した。

私は焼き鳥を肴に酒を飲んだ。

早く人型のロボットが活躍して欲しい。
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５スパン条件

試験の日に消しゴムを忘れた。

雨のせいでブラウスがぐしょぐしょだ。

私は肉まんを三個買って食べた。

パソコンをつかって実験の準備をする。

昨日，彼は自分のアパートに戻った。
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